
Rotosound RFB� ファズペダルは、フットスイッチと 3 つの直感的なコントロールを搭載しています。そ
れぞれのコントロールは独立した機能を持ち、このシンプルな設計が、多彩なファズトーンを生み出します。
1960 年代当時、「そっくりな音」のペダルは存在せず、当時の音楽シーンを彩ったトーンは、演奏者がシ
ンプルなエフェクトを駆使しながら、それぞれの個性を反映させた証でした。

本機は 9V バッテリー（006P） で駆動します。バッテリーの消耗が進むと、独特の「ブツブツ」とした断
続的なサウンドになります。これはオリジナルのファズ回路ならではの特徴です。
また、本機の INSTRUMENT ジャックは電源スイッチを兼ねています。バッテリーの消耗を抑えるため、
使用しないときはプラグを抜いてください。

ギターを INSTRUMENT ジャックに接続してください。
RFB� ファズペダルは、シグナルチェーンの最初に接続することで最適なパフォーマンスを発揮します。この配置により、ギターのボ
リュームを調節したり、演奏のニュアンスを変えたりすることで、ファズサウンドを自在にコントロールできます。

本機の前にバッファー付きのペダルを接続すると、この特性が損なわれ、音が細くなったり、高音が強調されすぎたりすることがあ
りますのでご注意ください。

AMPLIFIER ジャックには、シグナルチェーン内の次のエフェクター、またはギターアンプへ直接接続してください。

本機に使用されているゲルマニウムトランジスタは温度に非常に敏感で、気温が低すぎる、または高すぎ
ると音質が変化します。ご使用の前後には、ペダルをできるだけ常温 ( 推奨気温 16℃~30℃) に保つよう
にしてください。

注意

ペダルの出力レベルを調節します。
VOLUME

ファズ回路を駆動する信号量を調節します。
反時計回りに回すと、真空管のようなオーバードライブサウンドになり、時計回りに回すほど太いディストーションとサステインが
得られます。ただし、ゲルマニウムならではの丸みのあるトーンはそのまま維持されます。

FUZZ

元のペダルの名称に由来するユニークなコントロールです。実際には、トーンコントロールのように機能し、反時計回りで低音を
強調し、時計回りで高音をブーストします。
12 時の位置に設定すると、比較的フラットなトーンになります。
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